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アル イン コ の の トランシーバー を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う 
ご ざい ます 。 本 製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 
この 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 また 、 こ の 取扱 説明 
書 は 大 切 に 保管 し て く だ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た と き 、 
お 役に立ち ます 。 


男 是 還 有 し イ つ ココ 株 式 会 社 全 還 症 間 肢 //////5 還 


安全 上 の ご 注意 移 移 多 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安全 上 の ご 注意 」 を ご 使用 前 に お 読み 
くだ さい 。 こ の 取扱 説明 書 で は 製品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あな た 
や 他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 
表示 を し て いま す 。 その 表示 と 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 
理解 し て か ら 本 文 を お 読 みく だ さい 。 


表示 表示 の 意味 


こ の 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取り 扱い を する と 人 が 死亡 また 
は 重傷 を 負う 危険 が 差し 辿っ て 生じ る こと が 想定 され る 内 
危険 容 を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取り 扱い を する と 人 が 死亡 また 
は 重傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


改 この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取り 扱い を する と 人 が 傷害 を 
負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 お よび 物 的 損害 の み の 発 生 が 


注意 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 
図 記 号 表示 の 意味 


A 記 号 は 、 注意 ( 危険 ・ 警告 含む ) を 促す 内 容 が ある こと を 
告げ る も の で す 。 


左 の 記号 は 、 行 為 を 強制 し た り 、 指 示す る 内 容 を 告げ ける も の 


作 
Q 〇 記号 は 、 行 為 の 禁止 で ある こと を 告げ る も の で す 。 
で す 。 


本 製品 の 故障 、 誤動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 な どの 外部 要因 に て 通信 な ど 
の 機会 を 失っ たため に 生じ た 損害 等 の 純粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 
一 切 そ の 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 く だ さい 。 


出 


ム 警告 
画 使 用 環境 ・ 条 件 


(W) 内 部 か ら 漏れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付着 し た と き は 、 皮 膚 に 傷害 を 
起こ す お それ が あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 流し て くだ 
さい 。 


この 製品 を 人 命 救助 な どの 目的 で 使用 し て 、 万 一 、 故障 ・ 誤動作 な ど 
が 原因 で 人命 が 失わ れる こと が あっ て も 、 製 造 元 お よび 販売 元 は その 
責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


(ゆめ この 製品 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組み 込ん で 
使用 し た 場合 、 い か な る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 製造 元 お よび 販売 
元 は その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


電子 機器 ( 特に 医療 機器 ) の 近く で は 使用 し な いで く だ さい 。 電波 障 
害 に より 機器 の 故障 ・ 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 


航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 、 病 院内 で は 絶対 
に 使用 し な いで く だ さい 。( 電源 も 入れ な いで 下さ い 。) 運行 の 安全 や 
無線 局 の 運用 、 放 送 の 受信 に 支障 を きた し た り 、 医 療 機器 が 故障 ・ 
誤動作 する 原因 と な り ま す 。 


この 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 機 と と も に 至近 距離 で 複数 台 使用 
し な いで 下さ い 。 お 互い の 影響 に より 故障 ・ 誤動作 ・ 不 具合 の 原因 と 
な が り ま すず す 。 


(Q) 指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ リー 製品 を 接続 し な いで 
くだ さい 。 故 障 の 原因 と なり ます 。 


自動 車 等 の 運転 中 に 使用 し な いで く だ さい 。 交通 事 故 の 原因 と な り 
ます 。 運転 者 が 使用 する と き は 車 を 安全 な 場所 に 止め て か ら ご 使用 
くだ さい 。 携帯 型 無線 機 を 運転 者 が 走行 中 に 使用 する と 道路 交通 法 
違反 で 罰せ られ ます 。 


この 製品 を 使用 で きる の は 日 本 国内 の み で す 。 
外国 で は 使用 で きま せん 。 


田 ト ラン シー バー 本 体 の 取扱 い に つ いて 


この トラ ン シ ー バ ー は 調整 済み で す 。 分解 ・ 改造 し て 使用 し な いで 
くだ さい 。 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


水 を か けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ う 、 ま た ぬら さ な い よう ご 注意 
くだ さい 。 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


EE 
火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


近く に 小さ な 金属 物 や 水 な どの 入っ た 容器 を 置か な いで く だ さい 。 
ご ぼれ た り ヽ 中 に 人 入っ た 場合 、 火災 、 感電 、 故障 の 原因 と な り ます 。 


音量 を 大 きく し た まま 聴き 続け る と 耳 を 痛め る 可能 性 が あり ます 。 
音量 は な る べく 低め で お 使い に な る こと を お 勧め し ます 。 


① 布 や 布団 で 覆っ た り し な いで くだ さい 。 熱 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 


し た り 、 火災 の 原因 と な り ま す 。 直射 日 光 を 避け て 風通し の 良い 状態 
で ご 使用 く 7 だき 光 W 


画 充 電 碧 の 取扱 い に つ いて 


指定 以外 の 電圧 で 使用 し な いで く だ さい 。 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と 
な り ま す 。 


Q 3 充電 器 の AC プ ラグ の コー ド を タコ 足 配線 し な いで く だ さい 。 
加熱 、 発 火 の 原 因 と な り ま す 。 


ぬれ た 手 で 充電 器 の AC ア ダ プ ター に 触れ た り 、 抜 き 差 し 
し な いで く だ さい 。 感電 の 原因 と な り ま す 。 


ゆ ) 充電 器 の AC ア ダ プ ター を AC コ ン セ ント に 確実 に 差し 込ん 
で くだ さい 。AC ア ダ プ ター の 刃 に 金具 な ど が 触れ る と 、 火 災 、 感 電 、 
故障 の 原因 と な り ま す 。 


充電 器 の AC ア ダ プ ター の 刃 に 、 ほ こり が 付着 し た まま 使用 し な い 
で くだ さい 。 ショート や 加熱 に より 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り 
ます 。 


田 異 常時 の 処置 に つい て 


NO WI NN 人 0 人 RNNMKW6 

充電 器 を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダ プ ター を AC コ ン セ ント 

(U ) か ら 抜 いて く だ さい 。 異常 な 状態 の まま で 使用 する と 、 火 災 、 感 電 、 
故障 の 原因 と な り ま す 。 修理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当社 
サー ビス 窓口 に ご 連絡 くだ さい 。 お 客 様 に よる 修理 は 、 危険 で すか ら 
絶対 に お や めく だ さい 。 


異常 な 音 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 貴 い が す る と き 
落と し た り 、 ケ ー ス が 破損 し た り し た と き 

内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 

充電 器 の AC ア ダ プ ター の コー ド が 傷ん だ と き 

( 芯線 の 露出 や 断線 な ど ) 


る $ ぐ を 


雷 が 鳴り 出し たら 、 安 全 の た め 本 体 の 電源 を CFF に し 、 充 電 器 
を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダ プ ター を AC コ ン セ ント か ら 抜い て 、 
ご 使用 を お 控え くだ さい 。 


画 保 守 ・ 点検 
本 体 や 充電 器 の ケー ス は 開け な いで くだ さい 。 け が 、 感 電 、 


故障 の 原因 と な り ま す 。 内 部 の 点検 ・ 修理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 
また は 当社 サー ビス セン ター に ご 依頼 くだ さい 。 


画 使 用 環境 ・ 条 件 


テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いく だ さい 。 電波 障害 を 与え た り 、 
受け た りす る こと が あり ます 。 


① 湿度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 風通し の 悪い 場所 に は 置か な い 
で くだ さい 。 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振 動 の 多い 場所 に は 置か な いで くだ 
さい 。 落ち た り 、 倒 れ た り し て けが の 原因 と な る こと が あり ます 。 


直射 日 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター の 吹き 出し 口 な ど 、 異 常に 温度 
が 高く な る 場所 に は 置か な いで く だ さい 。 内 部 の 温度 が 上 が り 、 
ケー ス や 部 品 が 変形 変色 し た り 、 火 災 の 原因 と な る こと が あり ます 。 
(0 調理 台 や 加湿 器 の そば な ど 、 油 煙 や 湯気 が あたる 場所 に は 置か な いで 
くだ さい 。 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 
画 ト ラン シー バー 本 体 の 取扱 い に つ いて 


() 長 時 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安 全 の た め 本 体 の 電源 を CF に し て 
電池 を 取り 外し て くだ さい 。 


アン テ ナ を 誤っ て 目 に ささ な いよ うに し て くだ さい 。 
外部 スピ ー カ ー プ マイ クロ ホン 端子 に は 、 付 属 ま た は オプ ショ ン の 


スピ ー カ ー プ マイ クロ ホン 以外 は 接続 し な いで く だ さい 。 故 障 の 原因 
と な り ま す 。 


充電 器 の 取扱 い に つ いて 

(で ) 見 の NG イダ ブ ク ー を 放 く で き ば 。 コー ド で 引 19 上 ら な い 
で くだ さい 。 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 
必ず AC ア ダ プ ター 本 体 を 持っ て 抜い て くだ さい 。 


① 充電 器 の AC ア ダ プ ター を 熱 器具 に 近づけ な いで くだ さい 。 
火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


一 イヤ ホン マイ ク の 取扱 い に つ いて 
(へ ) 本 体 ジ ャ ッ ク へ の 接続 は 、 必 ず プラ グ を 持っ て 行っ て くだ さい 。 


コー ド は 手 荒 く 扱う と 断線 し ます 。 イ ヤ ホ ンマ イク は 保証 の 対象 外 
で す の で ご 了承 く だ さい 。 


画 保 守 ・ 点 検 


KW) の AO 状 安全 の た め 必 ず 本 体 の 電源 を F に し て 、 電 池 を 
取り 外し 、 充電 器 を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダ プ ター を AC コ ン セ ン 
ト か ら 抜い て く だ さい 。 


汚れ た 場合 は 、 柔 ら か いき れい な 布 で 乾拭き し て くだ さい 。 
ベン ジン 、 シ ン ナ ー、 ア ルコ ー ル 、 洗剤 な ど を 使う と 外装 や 文字 が 
変質 する お それ が あり ます 。 


人 使用 前 の ご 注意 移 多 多 
一 ご 使用 環境 


高温 ・ 多湿 ・ 直 射 日 光 の あたる と ころ 、 ほ こり の 多い 場所 は 避け て 
お 使い くだ さい 。 


一 分 朋 し な いで 


特定 小 電力 トラ ン シ ー バ ー の 改造 、 変 更 は 法律 で 禁止 され て いま す 。 
分 解 し た り 、 内 部 を 開け る こと は 絶対 に し な いで く だ さい 。 


水 に つけ な いで 


本 機 は 防水 仕様 で は あり ませ ん 。 直 接 雨 や 水滴 が か か る よう な 使い 方 
は 避 け て く だ さい 。 万 一 、 水 が か か っ た 時 は すぐ に 乾い た 布 で 拭き 
取っ て 電池 を 取り 外し 、 完 全 に 乾く まで は 電源 スイ ッ チ を 入れ な いで 
だ SUN 


画 ご 使用 禁止 場所 


本 機 は 総務 省 技術 基準 適合 品 で す が 、 使 用 場所 に よっ て は 思わ ぬ 電 波 
障害 を 引き 起こ すこ と が あり ます 。 航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 打電 
車両 内 、 中 継 局 周辺 、 病 院内 な ど で は 使用 し な いで く だ さい 。 

また 日 本 国内 で の み 使 用 し て くだ さい 。 


通信 距離 


本 機 に 採用 され て いる 電波 は 直進 性 が 高い た め 、 間 に ビル や 橋脚 、 
また は 山 や 丘陵 な どの 障害 物 が ある と 通信 で きる 距離 が 短く な り 
まま 2 明 き 

に ee 4 の のせ nM ショ ー ト アン テ ナ を 採用 し て 
いま す 。 ロ ング アン テ ナ タ イプ と 比べ る と 通信 距離 が 約 3 割 程度 
短く な り ます :。 
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本 機 を お 使い に な る 前 に お 謗 み くだ さい 。 


中 
間 ) お 使い に な る 前 に 


/ ハ 


付属 品 


トド 


開 梱 時 、 付 属 品 を 確認 し て くだ さい 。 


本 体 D-P2 
イヤ ホン マイ ク 
ネッ クス トラ ッ プ 
取扱 説明 書 ( 本 書 ) 
保証 書 


画 間 画 画 剛 画 加 | 


注意 ・ 保 証書 に ご 購入 の 日 付 が 記載 され て いな い 時 は 、 レ シー ト を 保証 
書 と 一緒 に 保管 し て くだ さい 。 ご 購入 日 が 証明 で きる 書類 が 無い 
と 保証 サー ビス は 無効 と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


※ 本 機 を お 使い に な る 前 に 単 4 形 乾 電池 2 本 ( 同じ メー カー・ 同 じ 
種類 の 新しい も の ) を ご 用 意 く だ さい 。 
大 容量 の アル カリ や オキ シラ イド な ど 、 高 性 能 乾電池 の ご 使用 を 
お 勧め し ます 。 


※ 市 販 の ニッ ケル 水素 電池 ( N -MU も ご 使用 に な れ ま す が 、 電 池 
の 特性 上 、 電 池 持続 時 間 が 短く な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 
また 、 充電 や 取扱 い に 注意 が 必要 で 、 誤っ て 使用 する と 電池 が 液 漏 
れ し た り 、 発 熱 ・ 破裂 な ど を 起こ す 危 険 が あり ます の で 、 市 販 の 
充電 池 を ご 使用 に な っ て の 不具 合 は 保証 の 対象 外 と させ て いた だ 
きま す 。 充 電池 、 充 電器 の 取扱 説明 書 を よく 読ん で お 使い くだ さい 。 
充電 池 、 充電 器 は 弊社 純正 の オプ ショ ン ・ ア クセ サリ ー の ご 使用 を 
お 勧め し ます 。 
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お 使い に な る 前 に 


| 乾電池 の 入れ 方 J 
乾電池 を 次 の よう に 装着 し ます 。 


つ 


① カ バー を 開け る 


400 py | 


突起 を 利用 し て 電池 カバ ー を 下方 向 に 〇 OIB 
スラ イド させ ます 。 


電池 を 入れ る 


市 販 の 単 4 形 乾 電池 2 本 を 、 ケ ー ス 
内 側 の 「 +」、「 -」 の 表示 に し た が っ て 装 
し ます 。 


杏 “ 訪 
ーー (0 ロ 
ーー 剖 / 


注意 ・+- の 向き を 間違え な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 
・ 電 池 は 常に 同じ 種類 の 新しい も の に 交換 し て くだ さい 。 
・ 長 時 間 使用 し な い 場合 は 電池 を 取り 外し て くだ さい 。 
・ 電 池 の 交 換 は 本 体 の 電源 スイ ッ チ を F に し て か ら 行 っ て 
くだ さい 。 


③ カ バー を 閉め る 


ツメ を 合わ せ 、 カ バー を 閉め ます 。 
きち ん と 閉まっ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


中 


お 使い に な る 前 に 


| 各部 の 名 称 


ペー メ 


本 機 の 各部 の 名 称 を 説明 し ます 。 各 部 の は た らき は P14 を 参照 くだ さい 。 


画 前 面部 
還 
ーーーーーー ーーーーーーー- | 
AUUNWG0 DJ=PX@ | 
/2Hmmn esa 
音量 DWW キ ー 志和 量 ず キー 
- ズ | _ o | 
| い フ ー 
\ こ マー Vo ^ 一 / 
加 こ oー B 
較 Gimme 】 リ 
目 陸 
注意 ・ ア ン テ ナ を 持っ て 本 機 を ぶら 下げ た り 、 ア ン テ ナ を 曲げ た りす る と 


破損 する 恐れ が あり ます の で 取扱 い に 人 生 意 く だ さい 。 


| スト ラッ プ 取 付 
サー 


電源 スイ ッ チ 


呈 言 8 
/4 ト 3 
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画 電池 カバ ー 内 部 


お 使い に な る 前 に 


設定 スイ ッ チ 1 


ZNWGO Du-PX2 


各種 設定 用 


(iM チャ ン ネ ル 設 定 用 


UM 


設定 スイ ッ チ 1 


グル ー プ トー ク 機 能 設定 


ン ノ 
設定 スイ ッ チ 2 

。 

2 

3 | チャンネル 設定 

4 

5 

6 | 交互 通話 中 継 通信 設定 


エン ド ピー 機能 設定 


CO1~JI の 1 の ORIOID | 一 


N - MH 電 池 充 電機 能 設定 


田 イヤ ホン マイ ク ( マイ ク 部 ) 
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お 使い に な る 前 に 


[ 各部 の は た らき J 
本 機 の 各部 の は た らき を 説明 し ます 。 


口 音量 キー 
音量 を 上 げ る と き に 使用 し ます 。 押 すご と に 1 段階 ずつ 変化 し ます 。 


ロ 音量 DOW キ ー 
音量 を 下げ る と き に 使用 し ます 。 押 すご と に 1 段階 ずつ 変化 し ます 。 


メモ . キ ー を 押す と 「 ザッ 」 と いう 音 が 聞こ えま す の で 最適 な 音量 に 調節 し て 
くだ さい 。 
・ 安全 の た め 、 キ ー を 押し 続け て も 音量 は 変化 し な いよ うに な っ て いま す 。 
適切 な 音量 に な る まで キー 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 
・ 電源 を OFF( また は 電池 を 交換 ) する と 、 音 量 は 初期 値 に 戻り ます 。 


口 イヤ ホン / マ イク 端子 (の 25 
付属 の イヤ ホン マイ ク を 接続 し ます 。 


メ モ ・ 付 属 の イヤ ホン マイ ク の イヤ ホン は 左右 どちら の 耳 で も お 使い に な れ 
ます 。 イ ヤ ホ ン 部 分 を 回 転 させ て 耳 に 合う よう に 調整 し て くだ さい 。 


口 イン ジ ケ ー タ ー( 赤 ラ ンプ ) 
電源 を 入れ る と 点灯 し ます 。 
電池 容量 が 減少 する ( 電池 の 交換 時 期 が 近づく ) と 点滅 し ます 。 
P10 を 参照 し 、 電 池 を 交換 し て 下さ い 。 
口 電源 スイ ッ チ 
左 方 各 に スラ イド させ る と 電源 が 入り ます 。 
( 電源 が 入っ た こと を 知ら せる 「 ピポパ 」 音 が 鳴り ます ) 


口 設定 スイ ッ チ 1( 8 極 ) 
各種 機能 を 設定 する と き に 使い ます 。( P 19) 


口 設定 スイ ッ チ 2( 6 極 ) 
チャ ン ネ ル を 設定 する と き に 使い ます 。( P 17) 
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お 使い に な る 前 に 


口 PT スイ ッ チ ( ロック 機能 付き ) 
押す と 送信 し ます 。 
PIT スイ ッ チ を 押さ ず に 上 側 に スラ イド させ る と 連続 送信 状態 に 
な り ま す 。 戻す と 受信 状態 に な り ま す 。 


口 クリ ッ プ 
ユニ ッ ト 背面 の クリ ッ プ で 操作 し や すい 場所 に 装着 し て ご 使用 
SN 
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お 使い に な る 前 に 


| 特定 小 電力 の 通信 制限 に つい て J 


特定 小 電 力 ト ラン シー バー は 、 特 定 の ユー ザー が チャ ン ネ ル を 独占 し た 
り 、 他 の 通信 を 妨害 で き な い よう に する た め 、 総務 省 の 規定 に より 通信 
に 制限 が 設け られ て いま す 。 こ の 仕様 は 特定 小 電力 トラ ン シ ー バ ー に 
共通 で 、 設 定 に より 解除 する こと は で きま せん 。 


ロ 3 分 制限 ( 3 分 以上 は 連続 で 通信 で きま せん ) 


送信 、 受 信 合わ せ て 3 分 以内 で す 。 
1 0 秒 前 に 警告 音 が 鳴り ます 。 
通信 時 間 が 合計 3 分 に な る と 自動 的 に 送信 は 停止 し ます 。 


注意 . 3 分 の 通信 時 間 制 限 に より 、 自 動 的 に 通信 が 止ま っ た 後 は 、 約 2 秒 
た た な いと 0 和 ま 和 82 


ロ キャ リア セン ス ( 受信 中 は 送信 で きま せん ) 


一 定 の 強 さ 以上 の 信号 を 受信 し て いる と き は イヤ ホン マイ ク 
の [ PT] キー を 押し て も 送信 で きま せん 。 

受信 中 に [ PT] キー を 押す と アラ ー ム 音 が 鳴り 、 送 信 で き な い 
こと を お 知ら せ し ま す 。 
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スイ ッ チ を 設定 する 前 に お 謗 み くだ さい 。 


の | イッチ の 吉 定 方 法 
SN 。 


チャ ン ネ ル の 設定 方 法 


チャ ン ネ ル の 設定 方 法 に つい て 説明 し ます 。 
本 機 は 他 の 特定 小 電 力 ト ラン シー バー と も 交互 通話 用 チャ ン ネ ル で 
基本 的 な 交信 が で きま す 。 


口 交互 通話 用 チャ ン ネ ル の 設定 
設定 スイ ッ チ 2 の 倒し 方 の 組合 せ で 、9ch 方 式 の LO1chーLO9ch 
と 11ch 方 式 の BO1ch て B11ch に 合わ せる こと が で きま す 。 


LITITTITTII ロ LILTITITTTT 1 gp 還 gm Ine 癌 em 陣 aml に に に に TL 下す T 
邊 LO1 用 | LOO | 財 財 | | 財 BO2 四 BO7 
も ET EL ル ま 導 1 LTLTTLTTTTT 可 ロロ ロロ ロロ LT TE 下 上 5 
LILTITITTITIITH LTITITTITITT I 天 画 頭 較 表 量 吊 回 頭 四 | ロロ ロロ ロロ ロロ 

四 102 | 園 財 軒 L07 目 四 BO3 | 剛 四 BO8 
LTTLTILTTTTTTT LTLTLTTTTTT ビビ セ TFLTLTET 林 CE も DE に む お 人 を 
ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ I 画 較 画 較 画 較 画 較 画 半 画 | < 1 T 1DT すす 平 
| | L03 四 LOS | 財 | 還 四 BO4 目 四 BO9 
9W 紹 中 只野 BCE 本 遇 ! RS に ESk21、 王 ET トモ すす に ET も FT に に LE は 
トド TE キイ 人 FLTITITTTT 1 定義 で 1 お FL だ LT ET 

上 L04 | 出 | 由 L09 則 則 四 BO5 | 財 財 | | | 財 | || BIO 
HHLIHLU HHLIHH 四 
ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ 加 | ロロ ロロ 本 本 LT TLTTT LT 
LT TT LITI TI まま 小 も た す 、 ボ h. そ せ す だ た だ に し 下 民 ド に ト に) LTTITITITITT 
| L05 財 | | 帳 BO1 | 田 加 目 軒 BO6 還 | | 帳 BI1 
1! 員 囲 画 醒 四 相 中 画 丁 画 ( LTLTITTTT た に TETSOLT セト EE お 小生 下 - よ 

メモ  ・ ス イッ チ の 切り 換え に は ペン 先 の よう な 先端 の 丸い も の を お 使い 


くだ さい 。 ナ イフ の よう な 鋭利 な も の で は スイ ッ チ を 破損 し 、 故 障 
の 原因 と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


・ 設定 スイ ッ チ 2 を 目的 の チャ ン ネ ル に 合わ せる こと に より 切り 換え 


が 有効 と な り ま す 。 


- 無効 な 組合 せ ( 設定 ) の 場合 は 、 強 制 的 に 「 LO1ch」 と な り ま す 。 
- 異な る 特定 小 電力 ト ランシー バー と 通話 する 場合 、 そ の 機種 が 特有 


の 機能 や 音声 調整 回 路 を 持っ て いる と 正しく 動作 し な いこ と が 
あり ます が 本 機 の 故障 で は あり ませ ん 。 


メ 


So 


1/ 


スイ ッ チ の 設定 方 法 


口 中 継 通 信用 チャ ン ネ ル ( 周波 数 帯 A 440M 帯 送信 ) の 設定 
直接 の 通信 で は 電波 が 届か な い 場 所 に いる 相手 と 、 中 継 器 を 介し て 


通信 する こと が で きま す 。 弊社 製 の 交 


で す 


ミル ビュ 


に : あ (ヨコ 


Oo 


互 通話 用 中 継 器 が 別途 必要 


スイ ッ チ 2 の 倒し 方 の 組合 せ で 、9ch 方 式 の L10ch<L18ch と 
11ch 方式 の B12ch~ B29ch に 合わ せる こと が で きま す 。 


陣 本 回 負 本 可 開 選 義 c| おま TE イエ 1 に た 4 ユ 
邊 旧 | LIO | 田 」 
ET LETT 7 EELE ま に に ボボ ) 志 
中 下 下 下 生 ド 邊 上 上 下 半 ロロ ロロ ロロ 
四 還 引 間 | 国 国 | | 国 | | 
IT ロロ ロロ IT ロロ ロロ ロロ 
に し ビ に に に ビレ 回 こ 本 だ PP ビビ LEL ビ LLPELT 
自 四 胃 | LIZ 旧 | 農 | | 四 
だ EN に EE ESPT に も 5 LTLTLTLTITTT 
た TIELT 半 SI2L に EE【 I 画 天 画 画 叶 画 遼 画 咽 画 | 

弄 | | 還 | 上 3 | 財 画 | | 農 | | 四 
た 上 すず に YE びす 上げ :L す LTLTT IT 丁丁 
を に に よ よ 革 ま す イ I 画 画 較 画 咽 画 咽 画 咽 下 | 
旧 | 間 | || 上 4 財 | | 四 
IT ロロ ロロ IT ロロ ロロ ロロ 
TSC に TS に Te た トド トド よう 
旧 上 | | | LI5 | 較 | | 財田 | | 由 
LTITTTT 林 1 っ ピオ うじ よ に す 人 たよ ルト 
FLITT TITTT OOT 1 Rf は 6 aa PP Py 二 Pa 
胃 上 則 | || LIG 表 較 還 | | 四 
LTLTITTT EE お わ 選 お 下 症 お 


が 有効 と な り ま す 。 


L17 


L18 


BI2 


BI3 


BI4 


BI5 


BI6 


BI7 


BI8 


BI9 


B21 


・ 設定 スイ ッ チ 2 を 目的 の チャ ン ネ ル に 合わ せる こと に より 切り 換え 


・ 無効 な 組合 せ ( 設定 ) の 場合 は 、 強 制 的 に 「 L10Cch」 と な り ま す 。 
・ お 使い に な る 中 継 器 の 設定 を ご 確認 < くだ さい 。 
周波 数 帯 は 本 機 と は 逆 の 「 Bl【 


定 し ます 。 


B24 
B25 
B26 


B27 
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スイ ッ チ の 設定 方 法 


( グル ー プ ト 一 ク 機 能 の 設定 方 法 | 
同じ グル ー プ の 人 と だ け 通 信 し た いと き は グル ー プ ト 一 ク 機 能 を 設定 
し ます 。 こ の 設定 を 行う と 、 同 じ グ ルー プ 番 号 が 設定 され た 信号 を 受信 
し た 時 だ け イ ヤ ホ ン か ら 音声 が 聞こ えま す 。 


口 グル ー プ 番号 ( 6 種類 ) 
設定 スイ ッ チ 1 の 1 番 て 6 番 ピ ン の うち いずれ か 1 つ だ け を Q① に 
設定 し て くだ さい 。 


ロ TOTTTTT 


グル ー プ 設定 な し 


ョ グル ー プ 番号 1 


グル ー プ 番号 2 


ョ グル ー プ 番号 3 


ョ グル ー プ 番号 4 


グル ー プ 番号 5 


玉 | グル ー プ 番号 6 


ロロ ロロ ロロ ロロ 


メモ  ・ 設 定 ス イッ チ 1 を 目的 の グル ー プ 番号 に 合わ せる こと に より 切り 換え 
が 有効 と な り ま す 。 
・ 無効 な 組合 せ ( 設定 ) の 場合 は 、 強 制 的 に 「 一 番 左 側 」 の 設定 が 有効 
と な り ま す 。 
・ 他 の 特定 小 電 力 ト ラン シー バー の グル ー プ ト 一 ク 機 能 の グル ー プ 番号 
1-6 と 共通 で す 。 
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スイ ッ チ の 設定 方 法 


9 


い 、 


エン ド ピー 機能 の 設定 方 法 


送信 が 終わ っ た こと を 相手 に 知ら せる 「 ピッ 」 音 の QVCF を 設定 する 
こと が で きま す 。 初期 状態 で は QN に 設定 され て いま す 。 


設定 スイ ッ チ 1 の 7 番 ピ ン を ① に する こと に より 、 エ ンド ピー 機能 


を CF に 設定 する こと が で きま す 。 


メモ 


エン ド ビ ピーQN 


中 エン ド ピ ーF 


・ エ ンド ピー を F に 設定 し て も 次 の 音 は 鳴り ます 。 


電源 が 入っ た こと を 知ら せる 「 ピポパ 」 音 (P 14 
念 3 分 通信 制限 10 秒 前 の 警告 音 」 と 2 秒 休止 中 の アラ ー ム 音 」(P 16) 
⑯ キャ リア セン ス 中 の 「 アラ ー ム 音 」(P 16) 
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スイ ッ チ の 設定 方 法 


の 5 加 6 
し N-M 超 池 充 電機 能 の 設定 方 法 
オプ ショ ン の ツイ ント リク ル 充 電器 セッ ト ( EDC 153^W で オプ ショ ン の 
ニッ ケル 水素 充電 池 ( EBP- 6 を トリ クル 充電 ( 微少 電流 で ゆっ くり 
時 間 を か け て 充電 ) する こと が で きま す 。 初期 状態 で は CFF に 設定 
され て いま す 。 


口 設定 スイ ッ チ 1 の 8 番 ピ ン を ① 〇 に する こと に より 、 充 電機 能 を 
に 設定 する こと が で きま す 。 


メモ 充電 時 間 の 目安 は 次 の と お り で す 。 


EBP- 68 (920mAh) : 約 10 時 間 


下 


・ 単 4 形 乾 電池 装着 時 に は 絶対 に 充電 し な いで くだ さい 。 
液 漏れ や 発熱 、 破 裂 を 起こ し 、 事 故 や 故障 の 原因 と な り 
ます 。 

・ 誤 っ た 操作 に より 起き た 不具 合 は 、 保 証 の 対象 外 と な り 
ます の で ご 了承 くだ さい 。 
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本 機 の 補足 事項 に つい て 記載 し て いま す 。 


販 】 付 録 


メ 


各 チ ャ ン ネ ル の 送受 信 周 波数 


由 


シン 2 
べ S 


圏 レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル 


交互 通話 用 チャ ン ネ ル 


チャ ン ネ ル | 送受 信 周 波数 [ Mk] 
LO1 422 2000 
L02 422 2125 
L03 422 2250 
L04 422 2375 
L05 422 2500 
LO06 422 2625 
L07 422 2750 
LO8 422 2875 
LO9 422 3000 


中 継 通信 用 チャ ン ネ ル 


チャ ン ネ ル | 受信 周波 数 [ ME] | 送信 周波 数 [ Mk] 
L10 421. 8125 440. 2625 
Ll1 421. 8250 440. 2750 
L12 421. 8375 440. 2875 
L13 421. 8500 440. 3000 
L14 421. 8625 440. 3125 
L15 421.8750 440. 3250 
L16 421. 8875 440. 3375 
L17 421. 9000 440. 3500 
L18 421.9125 440. 3625 


圏 ビジ ネス チャ ン ネ ル 


交互 通話 用 チャ ン ネ ル 


チャ ン ネ ル | 受信 周波 数 [ ME] 
BO1 422 0500 
BO2 422 0625 
BO3 422 0750 
BO4 422 0875 
BO5 422 1000 
BO6 422 1125 
BO7 422 1250 
BO8 422 1375 
BO9 422 1500 
B10 422 1625 
B11 422 1750 


中 継 通信 用 チャ ン ネ ル 


チャ ン ネ ル | 受信 周波 数 [ MLk] | 送信 周波 数 [ ML] 
B12 421. 5750 440. 0250 
B13 421. 5875 440. 0375 
B14 421. 6000 440. 0500 
B15 421. 6125 440. 0625 
B16 421. 6250 440. 0750 
B17 421. 6375 440. 0875 
B18 421. 6500 440. 1000 
B19 421. 6625 440. 1125 
B20 421. 6750 440. 1250 
B21 421. 6875 440. 1375 
B22 421. 7000 440. 1500 
B23 421. 7125 440. 1625 
B24 421. 7250 440. 1750 
B25 421. 7375 440. 1875 
B26 421. 7500 440. 2000 
B27 421. 7625 440. 2125 
B28 421. 7750 440. 2250 
B29 421. 7875 440. 2375 


付 録 


付 録 


( トーン 周波 数 一 覧 | 


画 グル ー プ 番号 トー ン 周 波数 一 覧 


レコ 


番号 周波 数 [ 比 ] 
67.0 


OO 〇 | ロロ ド |OID| 一 
| 
〇 


EME- 28 耳 掛け 式 イ ヤ ホ ンマ イク ( ロロ -P の 付属 品 ) 
EME- 2 イヤ ホン マイ ク ( タイ ピン 型 ) 

EME- 24 イヤ ホン マイ ク ( タイ ピン 型 カ ー ル コー ドイ ヤ ホ ボン) 
EME- 18 イヤ ホン ( スト レート ケー ブル ) 

EME- 25 イヤ ホン ( カー ルコ ー ド ) 

EME- 27 イヤ ホン ( 耳 掛け タイ プ ) 

EM- 60 火 選 ーー マイ ク 

ESC 43 ソフ ト ケー ス 

EBP- 68 ニッ ケル 水素 充電 池 ( 1.2V 920nAn) X 2 
EDC 153A ツイ ント リク ル 充 電器 セッ ト 

ED な 153R 連結 充電 キッ ト 


* イヤホン の み の オ プシ ョ ン も ご 使用 に な れ ま す が 、 ト ラン シー バー 


本 体 に PTT ス イッ チ / マ イク を 内 蔵 し て お り ま せん の で 送信 で き な く 
な り ま す 。 
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付 録 


( 故障 と お 考え に な る 前 に | 
本 機 が 故障 か な ? と 思っ た ら 、 ま ず こ ちら を お 読み くだ さい 。 
症状 原因 処置 
電源 が 入ら 電池 の 入れ 方 が 電池 を 正しく 
な が い 。 間違っ て いる 。 入れ 直し て くだ さい 。 
電池 が 消耗 し て いる 。 | 新しい 電池 と 交換 し て 
《 だ さい 。 
音 が 出 な い 。 音量 が 低 す ぎる 。 適切 な 音量 に 設定 し て 


受信 し な い 。 


くだ さい 。( P 14) 


相手 と チャ ン ネ ル 


が 違う 。 


同じ チャ ン ネ ル に 
合わ せ て く だ さい 。 


( P 17~ て ) 

相手 と 距離 が 離れ 通信 距離 を 目安 に 

すぎ て いる 。 近づい て くだ さい 。 

グル ー プ 番号 が グル ー プ 番号 を 

違う 。 合わ せ て く ださい, P 19) 

送信 で き な い 。 | 信号 を 受信 し て いる 。 | 信号 が な く な っ て か ら 

送信 する か 、 チ ャ ン ネ ル 
を 変更 し て くだ さい 。 

通信 制限 時 間 を イヤ ホン マイ ク の [ PTT] 

超過 し て いる 。 キー を 離し 、2 秒 た っ て か 


ら 送信 し て く だ さい 。 


電池 が 消耗 し て いる と 、 ま れ に 誤動作 する こと が あり ます 。 
新しい 電池 に 交換 し て くだ さい 。 
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付 録 


( 定 格 | 
受信 周波 数 レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル | 422 2000~ て 422 3000M 北 ( 送受 信 ) 
421. 8125 て 421. 9125ML( 受信 ) 
440. 2625 て 440. 3625M( 送信 ) 
( 12. 5K 比 な 7 「) 
ビジ ネス チャ ン ネ ル | 422 0500 て 422 1750M( 送受 信 ) 
421. 5750 て 421. 7875M( 受信 ) 
440. 0250 て 440. 2375ML( 送信 ) 
( 12. 5K 比 な ) 
電波 型式 F3E( FM 
送信 出力 10mW 
2 ダブ ルス ーー パー へ ヘテロダイン 
受信 感度 - 14dB ん 以下 ( 12gB SIND 
中 間 周 波数 1st IF 21.7M / 2nd IF 450K セ 
音声 出力 5nW 以 上 ( 8Q 負荷 時 ) 
上] 同 2liEN 単 信 方 式 、 半 複 信 方 式 
定格 電圧 DC2 4V て DC3. OV 
消費 電流 送信 時 約 60A 
受信 定格 出力 時 約 60A 
受信 待ち 受け 時 ( 平均 ) 約 15A 
動作 温度 範囲 | - 10C て +50C 
寸法 54( WX 75(HX 15(Dnm( 突起 物 除く ) 
アン テ ナ 長 さ 60nmm 
重量 約 98g( 乾電池 ・ イ ヤ ホ ンマ イク 含む ) 


※ 仕 様 ・ 定格 は 予告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 
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営業 所 プア フタ ー サ ービス に 関す る お 問い 合わ せ ・・・ 


他 機種 と 同じ 文面 を 使用 。 


PS0531 
FNW - NM 


2/ 


